
※「実績値」・・・実際に実施した回数や人数などの数値
　「基準値」・・・令和3年度の実績値

進捗状況の判定基準

実績値が目標値に達している

未実施・評価不可（事業未実施または市民
意識調査などが未実施で評価不可のもの）

実績値が基準値から好転しているが、
目標値に達していない

実績値が基準値から横ばいまたは悪化
しており、目標値に達していない
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活動指標と成果指標の達成状況

プラン全体（基本目標1～4）

基本目標1から4までの判定の合計は、
活動指標ではＡ判定の割合が高くなっています。
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69.7% 13.2% 17.1% 0.0%判定割合
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指標数 22 11 25 10 68
32.4% 16.2% 36.8% 14.7%判定割合

基本目標1から4までの判定の合計の表
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s男女共同参画推進室　☎85-7134

　市では、男女共同参画社会の実現に向けて、令和4年3月に「第2次田川市男女共同参画プラン後期計画」を
策定し、令和4年度から令和8年度までこの計画に基づく54の具体的施策を推進しています。
　計画を推進するため、各施策の活動指標（※1）と成果指標（※2）に数値目標を設定した進捗管理シートを作
成して結果を評価し、見直しや改善に取り組んでいます。庁内組織の「男女共同参画推進部会」や「男女共同参
画推進委員会」（以下「推進委員会」という）のほか、外部組織である「男女共同参画審議会（会長：福岡県立大学 
いのうえ

井上
  なみこ  

奈美子准教授）」（以下「審議会」という）が評価を担っています。
（※1）成果を上げるために、どのような活動を行うのか、どのようなサービスを市民に提供するのかなど、行政が行う活動量を表す指標。
（※2）実際に行う活動や提供するサービスの結果、どのような効果をどれだけあげることができるのかを表す指標。

　すべての市民がお互いの人権を認め、家庭や地域で支え合い、個性や能力を発揮し、
自分らしく生きられる社会の実現に向けて、今後もさまざまな施策を推進していきます。
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市ホームページで公開中▶
市男女共同参画センターゆめっせ
でも閲覧できます。

0 20 40 60 80 100（％）

市ホームページで
市男女共同参画セ タ

男女がともに認め合い
互いに支え合い
自分らしく生きる

男女がともに認め合い
互いに支え合い
自分らしく生きる

第２次田川市男女共同参画プラン（後期計画）年次報告書

第２次田川市男女共同参画プラン第２次田川市男女共同参画プラン
後期計画の推進状況をお知らせします

働く場において
男女がともに参画し、
活躍する(14事業)

基本取組
■働く場における男
女共同参画の推進

■女性の能力をいかせ
る就労環境の整備

地域社会において、
男女が支え合う
(7事業)

基本取組
■地域における男女
共同参画の推進

■社会環境づくりへ
の女性の参画推進

男女がともに
健やかに安心して
暮らす(20事業)

基本取組
■あらゆる暴力の根絶
および被害者支援
■生活上の困難や人
権課題を抱える人々
への支援の充実
■生涯を通じた心身
の健康支援

一人ひとりを尊重し、
男女共同参画意識が
浸透する（13事業）

基本取組
■男女共同参画社会
の実現に向けた意
識改革

■男女共同参画教育
の推進
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　このグラフは、活動指標および成果指標の評価結果
を基本目標ごとに比較したものです。
　活動指標では、すべての基本目標において、Ａ判定の
割合が高くなっています。一方、成果指標においては、
基本目標1ではＡ判定の割合が一番高くなっています
が、基本目標２ではＡ判定が１施策しかなかったため、
低くなっています。今回の年次評価の中で、指標の見直
しなどを行う施策は３施策で、担当課の考え（成果・課
題・今後の方向性）を推進委員会と審議会に報告し、了
承を受けました。

その他の意見

　複数の施策で「出前講座の実施回数」を活動指標としているが、実施回数が
１回にとどまり目標を達成できていない。
【推進委員会の意見】 出前講座は、SNSを活用して周知を強化してはどうか。
【審議会の意見】 活動指標を出前講座の実施回数に限定せず、対応件数や
参加者とのつながりなど、実態に即した指標を検討してはどうか。インター
ネット配信やスマートフォンで受講できる仕組みも検討してはどうか。

評価のあり方について

【審議会の意見】　数値だけでなく、
質的な観点も含めて評価すべきで
はないか。実態に即した評価指標へ
の見直しが必要ではないか。

　令和7年度に実施した市民意識調査では、男女間で意識や認識に差があることが明らかになりました。調査結果
や推進委員会・審議会の意見を踏まえ、第3次田川市男女共同参画プランを策定します。
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■事業内容
乳児家庭全戸訪問、乳幼児健診などにおいて、乳幼
児の発達状況、保護者の育児不安やストレスなどを
把握し、関係機関と連携して助言や支援を行います。
■成果および今後の方向性
乳幼児家庭全戸訪問が実施できない家庭や乳幼
児健診を受診できない対象者は、他機関と連携し
て実態の把握に努め、全家庭の状況を把握するこ
とができました。母子健康手帳交付時や訪問時な
ど保護者と面談するときに、相談窓口の案内を徹
底し、困ったときに周囲に相談できる体制を整え
ます。
■審議会の意見
　全国的に産後うつの発症率は約10％とされており、この実績値は高くない。産後は不安や育児負担を感じ
る人が一定数いるため「相談につながったか」「不安の軽減につながったか」も評価の視点としてよいのでは
ないか。Ｃ評価はやや厳しいのではないか。

産前産後
サポート事業

基準値
59回/年

実績値
46回/年

目標値
60回/年
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乳幼児健診
実施回数

基準値
47回/年

令和3年度の実績値

実績値
48回/年

目標値
48回/年

判定結果
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乳児家庭
全戸訪問率

基準値
99.0％

実績値
99.6％

目標値
100%

判定結果
B

出産後、
育児に不安を
抱える割合

基準値

6.5％

実績値

9.5％

目標値

6.5％

判定結果

C

助産師による育児相談回数

〈 事業No.７：母子保健施策の充実 〉担当課：子育て支援課
基 本目標   1
基 本 取 組 （1）

働く場において男女がともに参画し、活躍する
働く場における男女共同参画の推進 施策の方向  1) 仕事と子育て・介護の両立支援
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